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令和５年度第 1 回佐久市立中央図書館建替え再整備に係るボランティアグループ 

懇談会について（報告） 

 

１ 開催概要 

日 時： ①令和 5 年 10 月 8 日(日)  13：30～ 

②令和 5 年 10 月 15 日(日) 13：30～ 

③令和 5 年 10 月 26 日(木) 13：30～  

会 場： 佐久市立中央図書館 ２会視聴覚室 

出席団体： 11 グループ 16 名 

内 容： ●事務局説明 

(1)佐久市立図書館の現況について 

(2)中央図書館建替え再整備の進捗状況等について 

●懇談 

（①～③同じ内容で実施） 

 

 

２ 意見等 

建替再生整備に関すること 

【場所・交通・駐車場等】 

・巡回バスがなくなって、グループ活動をやめた方がいる。バスの PR に問題はなかったのか。

都会から見ると不便。駒場公園内に建て替える場合はなじみがあるが交通手段の確保も必要。 

・高齢化が進むと駅に近いほうがよいかもしれない。子供たちが自分で行ける場所がよい。 

・ぞっこんさく市など、いろいろなイベント等で、ほかの団体と交流できる駒場公園内がいいと

思う。 

・佐久平駅周辺は公共交通等整備されていて便利でよいが、一極集中して他が過疎化してしまう

という意見もある。 

・駒場公園内でほかの場所に建て替えてほしい。 

・利用しやすい駐車場にしてほしい。 

・再整備場所は体育館付近のごみ焼却場跡地が良いと思う。 

・商業施設の中の図書館というのも検討したらどうか。佐久平など商業地域は交通の便を含めメ

リットが大きいのではないか。 

・現地建て替えは難しい。資料等を整理しながら新しい図書館にもっていく形が良い。 

 

【施設等】 

・実際の本を見て本を選ぶことに加え、新しい時代の機能が必要。スペースの確保をしてほしい。 

・明るくて使いやすい図書館がよい。 

・小さくてもいいからいろいろな団体が並行して活動・交流できるスペースがあればよいと思う。 
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・手が届く高さで、本がとりやすい棚がよい。 

・階段など、どこでも座って本が読める図書館がよい。 

・居心地の良さは広さに関係するのではないか。 

・あまり大きくなくていいが、ボランティアグループが活動できる部屋が複数欲しい。 

・人形劇、紙芝居などできる部屋がほしい。 

・コロナのようなときは広い部屋も必要。 

・食事ができる場所がほしい。 

・土日のみでも喫茶コーナーを設けてほしい。 

・録音図書作成のための録音室を設置してほしい。 

・バリアフリー、点字ブロック、点訳の説明書き等、体の不自由な方が利用しやすい図書館にし

てほしい。 

・大小用途ごとに利用できるような個室の設置、ほかの会とも連携できるようパーテーション等

で区切れるような部屋がほしい。 

・図書館の中に書店を入れてほしい。 

・半世紀先までの蔵書が入るスペースをもうけるべきだ。 

 

【複合施設】 

・創造館と一緒になったらどうか。 

・体育館と一緒にするのはどうか。 

・公民館とは違うレベルのものが欲しい。文書館、博物館など複合館で考えるべきだ。 

 

【運営等】 

・図書館を知らない人にも利用してもらえるようにしてほしい。 

・図書館の PR についても考えてほしい。 

・職員の研修に力を入れてほしい。（正規職員・会計年度任用職員にかかわらず）質の向上を現在

の図書館でやってほしい。 

・中央図書館の役割はたくさんある。５館の中心としてやっていただきたい。 

・昨年度開催したワークショップも参加した。図書館が好きな人がたくさんいてうれしかった。

新しい建物になるだけで、主に感じている不便は解消されると思う。どこを重点にするか、人に

よって求めているものは違うのではないか。何もかも取り入れることは難しい。何を選択してい

くかが問題。  

・周りを考慮して休館日を変更してもよいのではないか。 

・図書館はどうあるべきか、基本的なコンセプトをしっかり持つべきだ。いつも利用している人、

全く関心のない人みんなが憩えるような図書館複合で、地域が活性化するようなものが必要だ。 

・財産、資料の管理をどのようにするか考える必要があるのではないか。 

・紙芝居を作るワークショップ等を企画してほしい。 
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【広報等】 

・建て替えについてみなさんに知ってもらえるようにしてほしい。知る機会が身近にあるとよい。 

・図書館に来ればいろいろなことを発信する団体があって、情報が得られる等、新しい視野が広

がる場所になるとよい。 

 

【中央図書館として】 

・新しい図書館はあまり大きなものではなく、中央の機能を持たせて、分館を充実させるという

ことも考えられる。 

・どのような形の中央館にしたいのか考えるべきだ。 

 

【その他】 

・現地建て替えで長期閉館になるのはボランティアグループの活動に影響が出ると思うので不安。 

・閉館期間が発生した場合は、ボランティアグループの活動で、ほかの施設を利用できるように

してほしい。 

・懇談会等、平日参加しづらい人もいる。 

・若い世代に関心を持ってもらい、積極的に意見を取り入れたほうがよいのではないか。 

・大勢の皆さんに建て替えについて周知してほしい。 

・御代田町、小諸市以上の図書館ができるよね、と皆言っている。 

・建設場所等、図書館が主体になって決めるのは困難ではないか。市としてまちづくり全体から

どうしていくか考えなければいけない。今後の佐久市をどうしていくのか考える必要がある。図

書館だけの問題ではない。 

・佐久地域の中核市として役割を考えるべきだ。周辺の図書館との連携についても検討すべき。 

・誇れるような施設が佐久市にほしい。（今の佐久市には無い。） 

・若い人がここに住みたいと思うような、文化の香りがするようなもの（施設）が必要だ。 

・皆で真剣に考え取り組んでいかないといけない。目標を作って気持ちを合わせていくのが市長、

市職員の仕事。50 年先を示していかなければならない。 

・先進地等の視察は大事だと思う。 

・建設場所が決まらないと色々決められないのでは。 

・新しい図書館は、佐久市の文化の拠点にしたい。 

・佐久は文化的に弱いと言われている。文化の拠点がない。 
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現在の図書館に関すること 

【資料等】 

・本が古く、破損などがあってショックだったことがある。（市内他館は雰囲気がゆったりしてい

て利用しやすい。本もきれいで手に取りやすい。） 

 

【表示等】 

・表示など工夫して、相談しやすい図書館にしてほしい。 

・デイジー図書コーナーを利用しやすいようにしてほしい。 

 

【広報等】 

・インターネット等を活用して情報提供をしてほしい。   

 

【その他】 

・読書グループを作れば本を読むのではないか。 

・ほかのグループとの交流がない。交流する場があれば相談できてよい。 

・活動の新規加入者がいない。呼びかける手段がなく、勧誘をあきらめてしまっている。 

・発表の場が予定されていたがコロナで中止になった。残念だった。 

・図書館のボランティアグループの活動を公民館のようにお知らせしたらどうか。 

・ボランティアグループの活動について図書館で紹介してほしい。 

・定期的にボランティアグループの会議を持ってほしい。 

・スペースの有効活用をしてほしい。 

・２階が活用されていないのではないか。小さいお子さんと保護者が使えるようにするとよいの

ではないか。 

・学校図書館と公立図書館で日常的に情報交換したい。 

・学校で子どもが本の紹介をしている。公立図書館で展示してもらえないか。学校図書館の中に

も公立図書館コーナーを作りたい。 

・建て替えも重要だが、今の図書館をどのようにしていくかも重要だ。 


